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◆ 社会参加の促進 

（１）障害者スポーツ教室の開催 

         スポーツへの参加を通じて，身体に障がいのある方の体力の維持，機能回復，自立

更生を図ります。開催時期や種目については，「市政はこだて」などを通じてご案内しています。 
 

（２）点訳奉仕員等養成教室の開催 

   点訳，朗読，手話および要約筆記に必要な技術等を習得するための教室を開催します。 

 
障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3263  FAX 27 - 2770)  
 

 
（３）身体障害者自動車運転免許取得費の助成 

各都道府県公安委員会が指定した自動車教習所で免許（二輪を除く）を取得した場合，免許の取得

に要した費用の３分の２を助成します。ただし，助成限度額は１０万円です。 
 
＜対 象 者＞ 身体障害者手帳の部位別の等級が１～４級の方で，かつ，助成を受けようとする月

の属する年の市町村民税が非課税の方 
 

（４）重度身体障害者用自動車改造費の助成 

 自動車の操行装置または駆動装置等を改造した場合に，改造に要した費用について１０万円を限度

に助成します。 
 
＜対 象 者＞ 身体障害者手帳の部位別の等級が肢体不自由１～２級の方で，自らが所有し運転する

自動車の一部を改造する必要がある方 

※ 助成を受けようとする月の属する年の前年の所得額が，特別障害者手当の所得制限額を超える方

は対象外となります。 

 

障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3263  FAX 27 - 2770) 

         亀田福祉課    (☎ 45 – 5482  FAX 45 - 5486) 

 

◆ 重度障がい者等就労支援特別事業 

重度の障がいがある方に対して，通勤時や職場等における支援を実施します。 

＜対 象 者＞ 函館市に居住し，重度訪問介護，同行援護，行動援護のいずれかの障害福祉サービス

の支給決定を受けている方で，次のいずれかに該当する方です。 

① 民間企業に雇用されている方 

週の所定労働時間が１０時間以上の方（就労継続支援A型事業所の利用者を除く）。 

ただし，所定労働時間１０時間未満であっても，当該年度末までに１０時間以上

に引き上げることを目指すことが支援計画書で確認できた場合には対象となりま

す。 

② 自営業者等の方 

自営等に従事することにより，所得の向上が見込まれ，従事する時間が週１０時間

以上である方（公務員等の公務部門で雇用されている方を除きます）。 

 ＜支援内容＞① 職場介助 

        ・業務に必要な介助等（パソコンの準備や調整，代読や代筆，書類等の整理，業務上

の外出支援 等） 

        ・その他上記以外の部分において必要と認められた介助等（排泄介助，喀痰吸引，安

全確保のための見守り 等） 

       ② 通勤支援（通勤時の移動介助） 
 

＜費  用＞ 利用者本人および配偶者等の課税状況によって負担額を決定します。 

※ 利用にあたり，事前に手続が必要となりますので，下記までお問い合わせください。 

 

             障がい保健福祉課 (☎ 21 - 3263) 

窓口 

窓口 
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９ 日常生活の援助について 

 

 ◆ 小児慢性特定疾病児童日常生活用具の給付 

 
  小児慢性特定疾病医療の給付を受けている児童等を対象に，身体の状態に応じて，日常生活を支

援する用具を給付します。 

＜対 象 者＞ 小児慢性特定疾病医療の給付を受けている方で，児童福祉法（小児慢性特定疾病医

療を除く）および障害者総合支援法の制度の対象とならない方 

＜費  用＞ 対象者本人または扶養義務者の市町村民税の課税状況等に応じて，無料もしくは一

部が本人負担となります 

＜給付種目＞ 

 
 
母子保健課 (☎ 32 – 1533   FAX 32 - 1506) 

  

種     目 給  付  対  象  者  等 

便器 常時介護を要する方 

特殊マット 寝たきりの状態にある方 

特殊便器 上肢機能に障がいのある方 

特殊寝台 寝たきりの状態にある方 

歩行支援用具 下肢が不自由な方 

入浴補助用具 入浴に介助を要する方 

特殊尿器 自力で排尿できない方 

体位変換器 寝たきりの状態にある方 

車いす 下肢が不自由な方 

頭部保護帽 発作等により頻繁に転倒する方 

電気式たん吸引器 呼吸器機能に障がいのある方 

クールベスト 体温調節が著しく難しい方 

紫外線カットクリーム 
紫外線に対する防御機能が著しく欠けて，がんや神経障害を起こ
すことがある方 

ネブライザー（吸入器） 呼吸器機能に障がいのある方 

動脈血中酸素飽和度測定器 
（パルスオキシメーター） 

人工呼吸器の装着が必要な方 

ストーマ装具（蓄便袋） 人工肛門を造設した方 

ストーマ装具（蓄尿袋） 人工膀胱を造設した方 

人工鼻 人工呼吸器の装着又は気管切開が必要な方 

窓口 
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◆ 障害者地域活動緊急介護人の派遣 

障がいのある方を日常的に介護している方が，急病などにより介護できない場合，障 

がいのある方の保護や学校等への送迎などを行う生活支援員を派遣します。 

 

＜対  象＞ 在宅の身体または知的に障がいのある方 

＜費  用＞ １時間あたり５００円の利用料と生活支援員の交通費の負担があります 

 

         障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3302   FAX 27 - 2770) 

         亀田福祉課    (☎ 45 – 5482   FAX 45 - 5486) 

         障害者生活支援センター「ぱすてる」 (☎ 34 – 2611   FAX 34 - 2612) 

 

 

◆ 車椅子の貸出し 

身体に障がいのある方や高齢のために独力で歩行することが困難な方，けがなどで一時的に歩行
困難になった方に車いすを無料で貸出します。 

 
＜対 象 者＞ ○函館市内に居住する在宅の高齢者，障がい者 

○観光などで短期間函館に滞在する方 
        ※ ただし，介護保険利用者および函館市で行っている各種交付・給付サービスを

利用している方を除く。 

＜貸与期間＞ 原則として１か月（事由により最大６か月まで延長可能。毎月更新手続きが必要） 

＜料  金＞ 無料 

 
    函館市社会福祉協議会 (☎ 23 – 2226   FAX 23 - 2224) 
 

 

 

◆ 身体障害者補助犬の相談と貸与 

  補助犬育成団体では，補助犬（盲導犬，介助犬，聴導犬）の利用を希望する方に，補助犬を貸与

しています。（共同訓練の参加や，補助犬の飼育・管理にかかる費用は別途必要となります。） 

 

 ＜貸与対象者＞ 道内に１年以上居住する１８歳以上の身体障がい者（在宅に限る）で，以下の身
体障害者手帳の交付を受けており，貸与によって就労など社会活動への参加に効果
が認められる等，補助犬育成団体の長が適当と認める者 

盲導犬：視覚障がい２級以上の方 
       介助犬：肢体障がい２級以上の方 
       聴導犬：聴覚障がい２級の方 

※ 詳しい内容につきましては，次の窓口まで。 

 

      

窓口 
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（盲導犬について） 

          公益財団法人北海道盲導犬協会 
札幌市南区南３０条西８丁目１－１ 
(☎ 011 – 582 - 8222  FAX 011 - 582 - 7715) 

          障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3263   FAX 27 - 2770)  

       
（盲導犬，介助犬，聴導犬に関する相談） 

北海道立心身障害者総合相談所 相談判定課相談係 
札幌市中央区円山西町２丁目１－１ 
(☎ 011 – 613 – 5401   FAX 011 - 613 – 4892) 

 

 

◆ 中途視覚障害者日常生活訓練 

  視覚障がいによって生活に不安を抱えている方が，少しでも早く自立し安定した生活を過ごすこ

とができるように必要な訓練を行います。 

 
＜対 象 者＞ １５歳以上の視覚に障がいがありお困りの方 

＜訓練内容＞ ３週間を基本として北海道盲導犬協会に宿泊して訓練を受けます 

＜費  用＞ 無料（ただし，入所中の食費，寝具等のクリーニング代などの実費負担があります。） 
 
 公益財団法人北海道盲導犬協会 
 札幌市南区南３０条西８丁目１－１ (☎ 011 – 582 - 8222 FAX 011 - 582 - 7715)  

 

 

◆ 緊急通報システムの設置 

急病や火災等の緊急時に，簡単な操作で緊急事態を消防指令センター（消防本部）に連絡できる

装置を貸与しています。 

 

＜対 象 者＞ ① ひとり暮らしの重度身体障がい者（１～３級）であって， 

・緊急事態に機敏に行動することが困難な方（障がい者のみの世帯の方を含む） 

・突発的に生命に危険な症状が発生する持病を有する方 

・在宅生活に不安を感じている方 

        ② ひとり暮らしの高齢者（おおむね６５歳以上）であって， 

・緊急事態に機敏に行動することが困難な方（高齢者のみの世帯の方を含む） 

・突発的に生命に危険な症状が発生する持病を有する方 

・在宅生活に不安を感じている方（８５歳以上の方に限る） 

※ 家族と同居しているなど，ひとり暮らしではない方であっても，生活時間の大

部分が一人きりである方や，世帯員のいずれもが緊急事態に機敏に行動するこ

とができないなど，①・②に準ずると認められる方は対象とします。 
 

         高齢福祉課    (☎ 21 - 3025   FAX 26 - 5936)  

         障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3302   FAX 27 - 2770) 
         亀田福祉課    (☎ 45 – 5482   FAX 45 - 5486) 
         各支所（湯川・銭亀沢支所を除く） 

 

窓口 
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◆ 障害者地域活動緊急介護人の派遣 

障がいのある方を日常的に介護している方が，急病などにより介護できない場合，障 

がいのある方の保護や学校等への送迎などを行う生活支援員を派遣します。 

 

＜対  象＞ 在宅の身体または知的に障がいのある方 

＜費  用＞ １時間あたり５００円の利用料と生活支援員の交通費の負担があります 

 

         障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3302   FAX 27 - 2770) 

         亀田福祉課    (☎ 45 – 5482   FAX 45 - 5486) 

         障害者生活支援センター「ぱすてる」 (☎ 34 – 2611   FAX 34 - 2612) 

 

 

◆ 車椅子の貸出し 

身体に障がいのある方や高齢のために独力で歩行することが困難な方，けがなどで一時的に歩行
困難になった方に車いすを無料で貸出します。 

 
＜対 象 者＞ ○函館市内に居住する在宅の高齢者，障がい者 

○観光などで短期間函館に滞在する方 
        ※ ただし，介護保険利用者および函館市で行っている各種交付・給付サービスを

利用している方を除く。 

＜貸与期間＞ 原則として１か月（事由により最大６か月まで延長可能。毎月更新手続きが必要） 

＜料  金＞ 無料 

 
    函館市社会福祉協議会 (☎ 23 – 2226   FAX 23 - 2224) 
 

 

 

◆ 身体障害者補助犬の相談と貸与 

  補助犬育成団体では，補助犬（盲導犬，介助犬，聴導犬）の利用を希望する方に，補助犬を貸与

しています。（共同訓練の参加や，補助犬の飼育・管理にかかる費用は別途必要となります。） 

 

 ＜貸与対象者＞ 道内に１年以上居住する１８歳以上の身体障がい者（在宅に限る）で，以下の身
体障害者手帳の交付を受けており，貸与によって就労など社会活動への参加に効果
が認められる等，補助犬育成団体の長が適当と認める者 

盲導犬：視覚障がい２級以上の方 
       介助犬：肢体障がい２級以上の方 
       聴導犬：聴覚障がい２級の方 

※ 詳しい内容につきましては，次の窓口まで。 
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（盲導犬について） 

          公益財団法人北海道盲導犬協会 
札幌市南区南３０条西８丁目１－１ 
(☎ 011 – 582 - 8222  FAX 011 - 582 - 7715) 

          障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3263   FAX 27 - 2770)  

       
（盲導犬，介助犬，聴導犬に関する相談） 

北海道立心身障害者総合相談所 相談判定課相談係 
札幌市中央区円山西町２丁目１－１ 
(☎ 011 – 613 – 5401   FAX 011 - 613 – 4892) 

 

 

◆ 中途視覚障害者日常生活訓練 

  視覚障がいによって生活に不安を抱えている方が，少しでも早く自立し安定した生活を過ごすこ

とができるように必要な訓練を行います。 

 
＜対 象 者＞ １５歳以上の視覚に障がいがありお困りの方 

＜訓練内容＞ ３週間を基本として北海道盲導犬協会に宿泊して訓練を受けます 

＜費  用＞ 無料（ただし，入所中の食費，寝具等のクリーニング代などの実費負担があります。） 
 
 公益財団法人北海道盲導犬協会 
 札幌市南区南３０条西８丁目１－１ (☎ 011 – 582 - 8222 FAX 011 - 582 - 7715)  

 

 

◆ 緊急通報システムの設置 

急病や火災等の緊急時に，簡単な操作で緊急事態を消防指令センター（消防本部）に連絡できる

装置を貸与しています。 

 

＜対 象 者＞ ① ひとり暮らしの重度身体障がい者（１～３級）であって， 

・緊急事態に機敏に行動することが困難な方（障がい者のみの世帯の方を含む） 

・突発的に生命に危険な症状が発生する持病を有する方 

・在宅生活に不安を感じている方 

        ② ひとり暮らしの高齢者（おおむね６５歳以上）であって， 

・緊急事態に機敏に行動することが困難な方（高齢者のみの世帯の方を含む） 

・突発的に生命に危険な症状が発生する持病を有する方 

・在宅生活に不安を感じている方（８５歳以上の方に限る） 

※ 家族と同居しているなど，ひとり暮らしではない方であっても，生活時間の大

部分が一人きりである方や，世帯員のいずれもが緊急事態に機敏に行動するこ

とができないなど，①・②に準ずると認められる方は対象とします。 
 

         高齢福祉課    (☎ 21 - 3025   FAX 26 - 5936)  

         障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3302   FAX 27 - 2770) 
         亀田福祉課    (☎ 45 – 5482   FAX 45 - 5486) 
         各支所（湯川・銭亀沢支所を除く） 
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◆ ＦＡＸ緊急通報の利用制度 

聴覚または言語等に障がいのある方は，１１９番に FAX することで，救急車や消防
車の出動を要請することができます。 

その際は，「住所，氏名，何があったのか（症状等）」を記入して送信して下さい。 
 

 

         消防本部消防指令センター (☎ 22 - 2126 FAX 119) 
 
 
◆ NET119 緊急通報システム 

聴覚や言語機能の障がいによって音声での会話が困難な方が，スマートフォンなどからインター
ネットを利用して１１９番通報できるサービスです。 
 全国どこからでも，音声によらない（チャット形式）通報をすることができます。 

   
  <対象者>函館市にお住まいで 
   ・聴覚や言語機能に係る障害者手帳をお持ちの方 
   ・両耳のいずれも聴力レベルが３０デシベル以上で身体障害者手帳の交付対象とならない方 
 

<登録受付場所・時間> 
 ・函館市消防本部消防指令センター ・函館市北消防署 ・函館市東消防署 
 ・函館市東消防署南茅部支署 ・函館市福祉事務所障がい保健福祉課 ・亀田福祉課 
（※消防庁舎にお越しの際は，申請する方それぞれで手話通訳者等の手配をお願いします。） 
 ・受付時間 平日８時４５分から１７時３０分まで 
 
<登録および利用料金について> 
 無料で登録・ご利用いただけますが，インターネットの接続に必要な通信料は利用者の負担と
なります。 
 
※登録申請に必要なもの 
 ・使用しているスマートフォン等  ・身体障害者手帳等 
 その他詳しい利用条件などについては市のホームページでご確認ください。 

 

         消防本部消防指令センター (☎ 22 - 2126 FAX 26 – 3408 
E メール fd-tsuusin@city.hakodate.hokkaido.jp) 

 
◆ 電話リレーサービス 

  聴覚や言語機能の障がいによって音声での会話が困難な方と聞こえる方との会話を，通訳オペレ
ータが手話または文字と音声を通訳することにより，電話で即時双方向につながることができるサ
ービスです。 

  ２４時間３６５日，双方向での利用，緊急通報機関への連絡も可能です。 
 
 <対象者> 
  ・聴覚や音声，言語機能に係る障がいをお持ちの方 
   
 <登録および利用料金について> 
  登録方法は，スマートフォンアプリまたは郵送での手続きになります。通話料に関しては，月額

料なしと月額料ありの２通りの料金体系からお選びいただくことができます。 
  
 ※詳しい内容については，総務大臣指定 電話リレーサービス提供機関 一般財団法人日本財団電

話リレーサービスのホームページ（https://nftrs.or.jp）をご確認ください。 
 

  手話・文字チャット，お問い合わせフォーム   
からの問い合わせも可能です。（https://nftrs.or.jp/contact/）→ 
（９：３０～１７：００ 年末年始を除く）    
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        総務大臣指定 電話リレーサービス提供機関 
        一般財団法人日本財団電話リレーサービス 

（☎ 03-6275-0912 FAX 03-6275-0913 E メール info@nftrs.or.jp） 
 
◆ 軽度中等度難聴児補聴器購入等助成事業 

 身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中等度の難聴児の保護者に対し，補聴器の購入また 
は修理に要した費用の一部を助成します。 

 

 ＜対象児童＞下記のいずれにも該当する児童 
      ・ 市内に居住する児童（ただし，１８歳に達した方については，１８歳に達した日以

降の最初の３月３１日まで） 

     ・ 両耳のいずれも聴力レベルが３０デシベル以上で，聴覚障がいに係る身体障害者手

帳の交付対象とならない児童 

     ・ 中耳炎等の急性疾患による，一時的な聴力低下ではなく，耳鼻咽喉科治療により聴

力が回復する見込みがない児童 

・ 補聴器を装用することにより，言語の習得等において一定の効果が期待できると医

師が判断した児童 

     ・ 労働者災害補償保険法（昭和２２年法律第５０号）およびその他の法令に基づき，

本事業による助成に相当するものを受けることができない児童 

＜助 成 額＞購入１個につき３１，０２０円以内 

※ ただし，イヤーモールドを必要とする場合は６，３６０円，デジタル式補聴器で調整を必要 

とする場合は１，３３０円を加算します 

＜そ の 他＞所得制限があります 

 

     障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3263   FAX 27 - 2770) 
         亀田福祉課    (☎ 45 – 5482   FAX 45 - 5486) 

 
 

◆ 重度身体障害者等タクシー基本料金の助成 

  重度の身体または知的障がいの方の日常生活における利便性の向上と生活圏の拡大を図るために，

タクシー料金の一部を助成します。 

＜対 象 者＞ ○視覚障がい１・２級の方   ○下肢・体幹障がい１～３級の方 

○内部障がい１級の方     ○Ａ判定の療育手帳の交付を受けた方 

＜内  容＞ ○タクシー（普通車）および福祉タクシーの基本料金相当分を最大３６枚の助成券

（チケット）として交付します 

○助成券（チケット）は，１回の乗車につき１枚の利用となります 

 

        障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3263   FAX 27 - 2770) 
        亀田福祉課    (☎ 45 – 5481   FAX 45 - 5486) 

        各支所 

       

◆ 障害者等外出支援事業（市営交通機関等乗車料金の助成） 

障がいのある方の外出を支援し，社会活動への参加の促進を図るため，函館バスおよび市営電車

において乗車料金を所定の交通系ＩＣカード（ICAS nimoca）で精算した場合に，乗車料金の全額

または半額を最大で３６，０００円（もしくは７２，０００円）までを上限額として助成します。 
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◆ ＦＡＸ緊急通報の利用制度 

聴覚または言語等に障がいのある方は，１１９番に FAX することで，救急車や消防
車の出動を要請することができます。 

その際は，「住所，氏名，何があったのか（症状等）」を記入して送信して下さい。 
 

 

         消防本部消防指令センター (☎ 22 - 2126 FAX 119) 
 
 
◆ NET119 緊急通報システム 

聴覚や言語機能の障がいによって音声での会話が困難な方が，スマートフォンなどからインター
ネットを利用して１１９番通報できるサービスです。 
 全国どこからでも，音声によらない（チャット形式）通報をすることができます。 

   
  <対象者>函館市にお住まいで 
   ・聴覚や言語機能に係る障害者手帳をお持ちの方 
   ・両耳のいずれも聴力レベルが３０デシベル以上で身体障害者手帳の交付対象とならない方 
 

<登録受付場所・時間> 
 ・函館市消防本部消防指令センター ・函館市北消防署 ・函館市東消防署 
 ・函館市東消防署南茅部支署 ・函館市福祉事務所障がい保健福祉課 ・亀田福祉課 
（※消防庁舎にお越しの際は，申請する方それぞれで手話通訳者等の手配をお願いします。） 
 ・受付時間 平日８時４５分から１７時３０分まで 
 
<登録および利用料金について> 
 無料で登録・ご利用いただけますが，インターネットの接続に必要な通信料は利用者の負担と
なります。 
 
※登録申請に必要なもの 
 ・使用しているスマートフォン等  ・身体障害者手帳等 
 その他詳しい利用条件などについては市のホームページでご確認ください。 

 

         消防本部消防指令センター (☎ 22 - 2126 FAX 26 – 3408 
E メール fd-tsuusin@city.hakodate.hokkaido.jp) 

 
◆ 電話リレーサービス 

  聴覚や言語機能の障がいによって音声での会話が困難な方と聞こえる方との会話を，通訳オペレ
ータが手話または文字と音声を通訳することにより，電話で即時双方向につながることができるサ
ービスです。 

  ２４時間３６５日，双方向での利用，緊急通報機関への連絡も可能です。 
 
 <対象者> 
  ・聴覚や音声，言語機能に係る障がいをお持ちの方 
   
 <登録および利用料金について> 
  登録方法は，スマートフォンアプリまたは郵送での手続きになります。通話料に関しては，月額

料なしと月額料ありの２通りの料金体系からお選びいただくことができます。 
  
 ※詳しい内容については，総務大臣指定 電話リレーサービス提供機関 一般財団法人日本財団電

話リレーサービスのホームページ（https://nftrs.or.jp）をご確認ください。 
 

  手話・文字チャット，お問い合わせフォーム   
からの問い合わせも可能です。（https://nftrs.or.jp/contact/）→ 
（９：３０～１７：００ 年末年始を除く）    
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        総務大臣指定 電話リレーサービス提供機関 
        一般財団法人日本財団電話リレーサービス 

（☎ 03-6275-0912 FAX 03-6275-0913 E メール info@nftrs.or.jp） 
 
◆ 軽度中等度難聴児補聴器購入等助成事業 

 身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中等度の難聴児の保護者に対し，補聴器の購入また 
は修理に要した費用の一部を助成します。 

 

 ＜対象児童＞下記のいずれにも該当する児童 
      ・ 市内に居住する児童（ただし，１８歳に達した方については，１８歳に達した日以

降の最初の３月３１日まで） 

     ・ 両耳のいずれも聴力レベルが３０デシベル以上で，聴覚障がいに係る身体障害者手

帳の交付対象とならない児童 

     ・ 中耳炎等の急性疾患による，一時的な聴力低下ではなく，耳鼻咽喉科治療により聴

力が回復する見込みがない児童 

・ 補聴器を装用することにより，言語の習得等において一定の効果が期待できると医

師が判断した児童 

     ・ 労働者災害補償保険法（昭和２２年法律第５０号）およびその他の法令に基づき，

本事業による助成に相当するものを受けることができない児童 

＜助 成 額＞購入１個につき３１，０２０円以内 

※ ただし，イヤーモールドを必要とする場合は６，３６０円，デジタル式補聴器で調整を必要 

とする場合は１，３３０円を加算します 

＜そ の 他＞所得制限があります 

 

     障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3263   FAX 27 - 2770) 
         亀田福祉課    (☎ 45 – 5482   FAX 45 - 5486) 

 
 

◆ 重度身体障害者等タクシー基本料金の助成 

  重度の身体または知的障がいの方の日常生活における利便性の向上と生活圏の拡大を図るために，

タクシー料金の一部を助成します。 

＜対 象 者＞ ○視覚障がい１・２級の方   ○下肢・体幹障がい１～３級の方 

○内部障がい１級の方     ○Ａ判定の療育手帳の交付を受けた方 

＜内  容＞ ○タクシー（普通車）および福祉タクシーの基本料金相当分を最大３６枚の助成券

（チケット）として交付します 

○助成券（チケット）は，１回の乗車につき１枚の利用となります 

 

        障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3263   FAX 27 - 2770) 
        亀田福祉課    (☎ 45 – 5481   FAX 45 - 5486) 

        各支所 

       

◆ 障害者等外出支援事業（市営交通機関等乗車料金の助成） 

障がいのある方の外出を支援し，社会活動への参加の促進を図るため，函館バスおよび市営電車

において乗車料金を所定の交通系ＩＣカード（ICAS nimoca）で精算した場合に，乗車料金の全額

または半額を最大で３６，０００円（もしくは７２，０００円）までを上限額として助成します。 
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＜対象路線＞ 函館市内で乗降する場合に利用できます 

ただし，市電の箱館ハイカラ號，函館バスの貸切運行による運行系統の全区間では， 

利用できません 

＜対 象 者＞ 次のいずれかに該当する方 

○身体障害者手帳の等級が１～４級の方 

○療育手帳の等級が重度（A 判定）もしくは中度の方 

○特別児童扶養手当の対象児童 

○精神障害者保健福祉手帳の等級が１～３級の方 

 

なお，次の方と同乗する１２歳以上の介護人の方１名も料金の一部が助成されます。 

○身体障害者手帳１種，２種２級，音声・言語・そしゃく機能障がい３級以上，視

覚障がい４級以上の方 

○療育手帳の等級が重度（A 判定）もしくは中度の方 

○特別児童扶養手当の対象児童 

 

障がい保健福祉課 (☎21 - 3264  FAX 27 - 2770) 

亀田福祉課       (☎ 45 - 5481   FAX 45 - 5486) 

各支所  

 

※ ただし，精神障がいの方の受付は，亀田福祉課（亀田支所），湯川支所，銭亀沢

支所では行っておりません。 

※ 上限額については，施設通所の有無で無くなる場合があります。 

 

◆ いきいき住まいリフォーム助成 

高齢の方や身体に重度の障がいのある方などが，自宅において日常生活を送れるよう，身体状況 

にあわせて住宅を改造（バリアフリー化）する費用の一部を助成します。 

 

＜対  象＞ 市内に住所を有し，前年の所得税が課税されていない世帯で，以下のいずれかのう 

ち，別に定める判定基準に該当する住宅の改造が必要と認められるもの 

      ・65 歳以上で，身体機能の低下等により屋内で歩行補助具を使用する等，日常生活

を営むのに支障がある方 

      ・障害の程度が１・2 級で，下肢体幹の機能障害，乳幼児期以前の非進行性の脳病変

による運動機能障害，視覚障害，上肢機能障害，内部機能障害の方 

      ・65 歳未満の身体障害者手帳の交付を受けていない方で，常に車イスおよび歩行補

助用具を使用している方 

 

＜助成の対象とする改造＞ 

助成の対象とする住宅の改造は，玄関，廊下，階段，居室，浴室，便所，洗面所，

台所等対象者が利用する部分に係わるもので，対象者の自立が助長され，または家族

等介護を行う者の負担が軽減されると認められるものとする 

 

＜助 成 額＞ 

       改造工事に要する費用の３分の２（ただし，助成額は５０万円が上限）なお，介護 

保険制度または障がい者福祉施策の「住宅改修費」が給付された場合は，その額を除

きます 

 

             高齢福祉課 (☎ 21 – 3025  FAX 26 - 5936) 

障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3302   FAX 27 - 2770) 

             亀田福祉課 (☎ 45 – 5482   FAX 45 - 5486) 

             各支所（湯川・銭亀沢支所を除く） 
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◆ 「食」の自立支援事業 

  ひとり暮らしの高齢者等ならびに身体障がい者で老衰，身体の障がい等の理由に 

より，食事の支度が困難な世帯を訪問し，定期的に食事を提供するとともに，当該 

利用者の安否の確認を行います。 

 

         高齢福祉課 (☎ 21 - 3025  FAX 26 - 5936)  
         障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3302   FAX 27 - 2770) 

        亀田福祉課 (☎ 45 – 5482   FAX 45 - 5486) 

 
 

◆ 除雪サービス事業 

  ひとり暮らしの高齢者等ならびに身体障がい者で，自力で除雪のできない世帯に対し，生活通路

の確保のため，居宅の玄関前から公道出入口までの通路部分（おおむね幅８０㎝）の除雪を行いま

す。 

 

        高齢福祉課 (☎ 21 - 3025  FAX 26 - 5936) 

        障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3302   FAX 27 - 2770) 

        亀田福祉課 (☎ 45 – 5482   FAX 45 - 5486) 

        各支所（湯川・銭亀沢支所を除く） 

 

◆ 駐車禁止除外指定車標章（歩行困難者用） 

視聴覚，平衡機能，上下肢障がいや体幹が不自由な方，心臓や腎臓機能等，内臓に障がいをお持

ちの方，運動機能障がいのある方などが申請の対象者ですが，その他の障がいを含め，障がいの等

級により該当しない場合がありますので，詳細については下記窓口までお問い合わせください。 

 

           函館中央警察署交通第一課 函館市五稜郭町１５番５号 (☎ 54 - 0110 内線 416) 

        函館西警察署交通課  函館市海岸町１１番２７号 (☎ 42 - 0110 内線 412) 

 

 

◆ スパイクタイヤ規制の免除規定 

  障がいのある方（肢体および内部障がいのみ）本人が運転する車両のタイヤは，スパイクタイヤ

を使用しても構いません。（ただし，運転中は身体障害者手帳を携帯すること。） 

なお，届出等の手続きの必要はありません。  

 

函館中央警察署交通第一課 (☎ 54 - 0110 内線 416) 

函館西警察署交通課  (☎ 42 - 0110 内線 412) 
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＜対象路線＞ 函館市内で乗降する場合に利用できます 

ただし，市電の箱館ハイカラ號，函館バスの貸切運行による運行系統の全区間では， 

利用できません 

＜対 象 者＞ 次のいずれかに該当する方 

○身体障害者手帳の等級が１～４級の方 

○療育手帳の等級が重度（A 判定）もしくは中度の方 

○特別児童扶養手当の対象児童 

○精神障害者保健福祉手帳の等級が１～３級の方 

 

なお，次の方と同乗する１２歳以上の介護人の方１名も料金の一部が助成されます。 

○身体障害者手帳１種，２種２級，音声・言語・そしゃく機能障がい３級以上，視

覚障がい４級以上の方 

○療育手帳の等級が重度（A 判定）もしくは中度の方 

○特別児童扶養手当の対象児童 

 

障がい保健福祉課 (☎21 - 3264  FAX 27 - 2770) 

亀田福祉課       (☎ 45 - 5481   FAX 45 - 5486) 

各支所  

 

※ ただし，精神障がいの方の受付は，亀田福祉課（亀田支所），湯川支所，銭亀沢

支所では行っておりません。 

※ 上限額については，施設通所の有無で無くなる場合があります。 

 

◆ いきいき住まいリフォーム助成 

高齢の方や身体に重度の障がいのある方などが，自宅において日常生活を送れるよう，身体状況 

にあわせて住宅を改造（バリアフリー化）する費用の一部を助成します。 

 

＜対  象＞ 市内に住所を有し，前年の所得税が課税されていない世帯で，以下のいずれかのう 

ち，別に定める判定基準に該当する住宅の改造が必要と認められるもの 

      ・65 歳以上で，身体機能の低下等により屋内で歩行補助具を使用する等，日常生活

を営むのに支障がある方 

      ・障害の程度が１・2 級で，下肢体幹の機能障害，乳幼児期以前の非進行性の脳病変

による運動機能障害，視覚障害，上肢機能障害，内部機能障害の方 

      ・65 歳未満の身体障害者手帳の交付を受けていない方で，常に車イスおよび歩行補

助用具を使用している方 

 

＜助成の対象とする改造＞ 

助成の対象とする住宅の改造は，玄関，廊下，階段，居室，浴室，便所，洗面所，

台所等対象者が利用する部分に係わるもので，対象者の自立が助長され，または家族

等介護を行う者の負担が軽減されると認められるものとする 

 

＜助 成 額＞ 

       改造工事に要する費用の３分の２（ただし，助成額は５０万円が上限）なお，介護 

保険制度または障がい者福祉施策の「住宅改修費」が給付された場合は，その額を除

きます 

 

             高齢福祉課 (☎ 21 – 3025  FAX 26 - 5936) 

障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3302   FAX 27 - 2770) 

             亀田福祉課 (☎ 45 – 5482   FAX 45 - 5486) 

             各支所（湯川・銭亀沢支所を除く） 

 

窓口 

窓口 
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◆ 「食」の自立支援事業 

  ひとり暮らしの高齢者等ならびに身体障がい者で老衰，身体の障がい等の理由に 

より，食事の支度が困難な世帯を訪問し，定期的に食事を提供するとともに，当該 

利用者の安否の確認を行います。 

 

         高齢福祉課 (☎ 21 - 3025  FAX 26 - 5936)  
         障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3302   FAX 27 - 2770) 

        亀田福祉課 (☎ 45 – 5482   FAX 45 - 5486) 

 
 

◆ 除雪サービス事業 

  ひとり暮らしの高齢者等ならびに身体障がい者で，自力で除雪のできない世帯に対し，生活通路

の確保のため，居宅の玄関前から公道出入口までの通路部分（おおむね幅８０㎝）の除雪を行いま

す。 

 

        高齢福祉課 (☎ 21 - 3025  FAX 26 - 5936) 

        障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3302   FAX 27 - 2770) 

        亀田福祉課 (☎ 45 – 5482   FAX 45 - 5486) 

        各支所（湯川・銭亀沢支所を除く） 

 

◆ 駐車禁止除外指定車標章（歩行困難者用） 

視聴覚，平衡機能，上下肢障がいや体幹が不自由な方，心臓や腎臓機能等，内臓に障がいをお持

ちの方，運動機能障がいのある方などが申請の対象者ですが，その他の障がいを含め，障がいの等

級により該当しない場合がありますので，詳細については下記窓口までお問い合わせください。 

 

           函館中央警察署交通第一課 函館市五稜郭町１５番５号 (☎ 54 - 0110 内線 416) 

        函館西警察署交通課  函館市海岸町１１番２７号 (☎ 42 - 0110 内線 412) 

 

 

◆ スパイクタイヤ規制の免除規定 

  障がいのある方（肢体および内部障がいのみ）本人が運転する車両のタイヤは，スパイクタイヤ

を使用しても構いません。（ただし，運転中は身体障害者手帳を携帯すること。） 

なお，届出等の手続きの必要はありません。  

 

函館中央警察署交通第一課 (☎ 54 - 0110 内線 416) 

函館西警察署交通課  (☎ 42 - 0110 内線 412) 

 

      

窓口 

窓口 

窓口 

窓口 

- 45-

日
常
生
活
の
援
助

９



 - 46 - 

 

◆ 福祉サービス苦情処理制度 

      福祉サービス苦情処理制度は，公正な第三者（福祉サービス苦情処理委員）が，福祉

サービスの利用に関しての不満や苦情などの相談を受け，その内容を調査し，必要に応

じて，市に対してはサービスの決定や内容などを是正するよう勧告したり，また，民間

のサービス提供事業者に市から改善に向けた協力の要請を行い，苦情の解決にあたる制

度です。 
 

＜福祉サービスの範囲＞ 

① 社会福祉法第２条に規定する社会福祉事業およびこれに関する事務 

② 介護保険法に規定する介護給付対象サービスおよび介護保険に関する事務 

③ その他市の機関が行う福祉サービスおよびこれに関する事務 

④ 上記①，②，③以外の市の機関が取り扱っている福祉に関する事務 
 

＜申立人＞ 

      本人や家族のほか，例えばひとり暮らしで認知症の症状があるため苦情を訴えることが

難しい場合などには，本人に代わって民生委員や障害者相談員などが苦情を申立てること

ができます 
 

＜申立て期間＞ 

     当該申立てに係る事実のあった日の翌日から起算して１年以内 
 

＜申立ての方法＞ 

     次の事項を記載した書面を委員に提出する。（郵送・FAX 可） 

（ただし，特別な場合は口頭により申立てができます。） 

① 申立てをしようとする方の氏名および住所 

② 申立てに係る事実のあった日 

③ 苦情の内容 

④ 本人の氏名および住所（本人以外の方が申立てをする場合） 

⑤ 申立人の本人との関係（本人以外の方が申立てをする場合） 

 

○ 相談受付時間等 

  相談は，土，日，祝日，年末年始を除く，午前８時４５分から午後５時３０分 

までお受けします。ＦＡＸ・E メールは，２４時間お受けします。 

 

            福祉サービス苦情処理委員事務局  

            函館市東雲町４番１３号 保健福祉部管理課内 

            (☎ 21 - 3297 FAX 26 – 4090 

            Ｅメール fukushi-kujosyori@city.hakodate.hokkaido.jp) 

 

 

◆ 日常生活自立支援事業 

＜対 象 者＞ 認知症高齢者，知的障がい者，精神障がい者などで，日常生活上の判断に不安を感
じている方 

＜内  容＞ ① 福祉サービスの利用援助（情報提供，利用手続き援助，利用料支払い，苦情解
決制度の利用援助等） 

 
 

窓口 
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② 日常的金銭管理（年金等の請求・受領確認，医療費・公共 
料金の支払い，日常的な生活費の預金引き出し等） 

         ③ 書類等の預かり（預貯金通帳，印鑑，年金証書等の預かり） 
 
 
＜費  用＞ ・相談は無料。契約後の利用料は，1 回につき支援時間１時間３０分まで１,２００

円，１時間３０分を超え２時間まで２,４００円，以降同様に時間が増す毎に増額。
その他に支援のための交通費がかかります。なお，これら利用料及び交通費は，利
用者が生活保護世帯の場合は無料 

       ・書類等の預かりで金融機関の貸金庫等を利用する場合は，貸金庫利用料金の実費 
 

北海道地域福祉生活支援センター 
（北海道社会福祉協議会 権利擁護推進部権利擁護課内） 
札幌市中央区北２条西７丁目１番地 かでる２・７ ２階 

        (☎ 011 - 290 - 2941 FAX 011 - 251 – 6156)  
         
◆ 成年後見制度 

         
知的障がい，精神障がい，発達障がいまたは認知症などによって判断能力が十分ではない方が，

たとえば， 
・家を売りたいとき ・福祉サービスを受けたいとき ・遺産分割協議をしたいとき， 

などひとりでするには不安がある，ひとりではできない，という場合に，これらの方を法律的に支
援する制度として，成年後見制度があります。 
 
成年後見制度には，次のような類型があります。 

 

区 分 本人の判断能力 援    助    者 

法定 
後見 
制度 

後見 まったくない 成年後見人 

監督人を選任することがあります。 保佐 著しく不十分 保 佐 人 

補助 不 十 分 補 助 人 

任意 
後見 
制度 

任意 
後見 

本人の判断能力が不十分になったときに，本人があらかじめ結んでおいた任意
後見契約（公正証書）にしたがって任意後見人が本人を援助する制度です。 
家庭裁判所が任意後見監督人を選任したときから，その契約の効力が生じます。 

※ 援助者は，必要に応じて，複数の人や法人を選任することもあります。 
※ 任意後見契約は，公正証書によって行います。 

（◆函館公証人合同役場 函館市若松町 15 番 7 ｰ 51 号 ☎ 22 - 5661） 

※ 市では，一定の要件に該当する方に，成年後見制度の利用に係る費用を助成してい

ます。 

詳しいことは，４８ページ（成年後見制度利用支援事業）をご覧ください。 

 
 ◎ 家庭裁判所では，手続きや申立てに必要な書類や費用などについて説明する家事手続案内を

行っており，窓口には，申立書用紙も用意してあります。 
 また，函館市成年後見センターでは，認知症高齢者や知的障がい，精神障がい，発達障がい
等で判断能力が十分でない方のための成年後見制度に関する相談業務を行っております。 
 どうぞご利用ください。 

 
        函館家庭裁判所  

函館市上新川町１番８号 (☎38 - 2350)  
        函館市成年後見センター 

函館市若松町 33 番６号 函館市総合福祉センター2 階  
(☎23 - 2600 FAX 23 - 2611) 

窓口 

窓口 
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◆ 福祉サービス苦情処理制度 

      福祉サービス苦情処理制度は，公正な第三者（福祉サービス苦情処理委員）が，福祉

サービスの利用に関しての不満や苦情などの相談を受け，その内容を調査し，必要に応

じて，市に対してはサービスの決定や内容などを是正するよう勧告したり，また，民間

のサービス提供事業者に市から改善に向けた協力の要請を行い，苦情の解決にあたる制

度です。 
 

＜福祉サービスの範囲＞ 

① 社会福祉法第２条に規定する社会福祉事業およびこれに関する事務 

② 介護保険法に規定する介護給付対象サービスおよび介護保険に関する事務 

③ その他市の機関が行う福祉サービスおよびこれに関する事務 

④ 上記①，②，③以外の市の機関が取り扱っている福祉に関する事務 
 

＜申立人＞ 

      本人や家族のほか，例えばひとり暮らしで認知症の症状があるため苦情を訴えることが

難しい場合などには，本人に代わって民生委員や障害者相談員などが苦情を申立てること

ができます 
 

＜申立て期間＞ 

     当該申立てに係る事実のあった日の翌日から起算して１年以内 
 

＜申立ての方法＞ 

     次の事項を記載した書面を委員に提出する。（郵送・FAX 可） 

（ただし，特別な場合は口頭により申立てができます。） 

① 申立てをしようとする方の氏名および住所 

② 申立てに係る事実のあった日 

③ 苦情の内容 

④ 本人の氏名および住所（本人以外の方が申立てをする場合） 

⑤ 申立人の本人との関係（本人以外の方が申立てをする場合） 

 

○ 相談受付時間等 

  相談は，土，日，祝日，年末年始を除く，午前８時４５分から午後５時３０分 

までお受けします。ＦＡＸ・E メールは，２４時間お受けします。 

 

            福祉サービス苦情処理委員事務局  

            函館市東雲町４番１３号 保健福祉部管理課内 

            (☎ 21 - 3297 FAX 26 – 4090 

            Ｅメール fukushi-kujosyori@city.hakodate.hokkaido.jp) 

 

 

◆ 日常生活自立支援事業 

＜対 象 者＞ 認知症高齢者，知的障がい者，精神障がい者などで，日常生活上の判断に不安を感
じている方 

＜内  容＞ ① 福祉サービスの利用援助（情報提供，利用手続き援助，利用料支払い，苦情解
決制度の利用援助等） 
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② 日常的金銭管理（年金等の請求・受領確認，医療費・公共 
料金の支払い，日常的な生活費の預金引き出し等） 

         ③ 書類等の預かり（預貯金通帳，印鑑，年金証書等の預かり） 
 
 
＜費  用＞ ・相談は無料。契約後の利用料は，1 回につき支援時間１時間３０分まで１,２００

円，１時間３０分を超え２時間まで２,４００円，以降同様に時間が増す毎に増額。
その他に支援のための交通費がかかります。なお，これら利用料及び交通費は，利
用者が生活保護世帯の場合は無料 

       ・書類等の預かりで金融機関の貸金庫等を利用する場合は，貸金庫利用料金の実費 
 

北海道地域福祉生活支援センター 
（北海道社会福祉協議会 権利擁護推進部権利擁護課内） 
札幌市中央区北２条西７丁目１番地 かでる２・７ ２階 

        (☎ 011 - 290 - 2941 FAX 011 - 251 – 6156)  
         
◆ 成年後見制度 

         
知的障がい，精神障がい，発達障がいまたは認知症などによって判断能力が十分ではない方が，

たとえば， 
・家を売りたいとき ・福祉サービスを受けたいとき ・遺産分割協議をしたいとき， 

などひとりでするには不安がある，ひとりではできない，という場合に，これらの方を法律的に支
援する制度として，成年後見制度があります。 
 
成年後見制度には，次のような類型があります。 

 

区 分 本人の判断能力 援    助    者 

法定 
後見 
制度 

後見 まったくない 成年後見人 

監督人を選任することがあります。 保佐 著しく不十分 保 佐 人 

補助 不 十 分 補 助 人 

任意 
後見 
制度 

任意 
後見 

本人の判断能力が不十分になったときに，本人があらかじめ結んでおいた任意
後見契約（公正証書）にしたがって任意後見人が本人を援助する制度です。 
家庭裁判所が任意後見監督人を選任したときから，その契約の効力が生じます。 

※ 援助者は，必要に応じて，複数の人や法人を選任することもあります。 
※ 任意後見契約は，公正証書によって行います。 

（◆函館公証人合同役場 函館市若松町 15 番 7 ｰ 51 号 ☎ 22 - 5661） 

※ 市では，一定の要件に該当する方に，成年後見制度の利用に係る費用を助成してい

ます。 

詳しいことは，４８ページ（成年後見制度利用支援事業）をご覧ください。 

 
 ◎ 家庭裁判所では，手続きや申立てに必要な書類や費用などについて説明する家事手続案内を

行っており，窓口には，申立書用紙も用意してあります。 
 また，函館市成年後見センターでは，認知症高齢者や知的障がい，精神障がい，発達障がい
等で判断能力が十分でない方のための成年後見制度に関する相談業務を行っております。 
 どうぞご利用ください。 

 
        函館家庭裁判所  

函館市上新川町１番８号 (☎38 - 2350)  
        函館市成年後見センター 

函館市若松町 33 番６号 函館市総合福祉センター2 階  
(☎23 - 2600 FAX 23 - 2611) 

窓口 
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◆ 成年後見制度利用支援事業 

知的障がい，精神障がいまたは認知症等のため，財産管理や福祉サービスを利用
するための手続きが困難で成年後見制度を利用する場合，一定の要件に該当する方
に，成年後見制度（４７ページ）の利用に係る費用を助成します。 

詳しくは，下記の窓口にお問い合わせください。 
 
       ○認知症等の高齢者 

高齢福祉課      (☎ 21 – 3081  FAX 26 - 5936) 

○障がいのある方 

   障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3077  FAX 27 - 2770) 

        亀田福祉課    (☎ 45 – 5482  FAX 45 - 5486) 
         ※精神障がいの方は障がい保健福祉課にお問い合わせください。 
 
 
◆ 福祉有償運送の利用 

 ＮＰＯ法人等が要介護者や身体障がい者など，1 人では公共交通機関を利用することが困難な方 

に対して，営利とは認められない実費の範囲内の対価によって，自家用自動車を使用し，ドア・ツ

ー・ドアの個別輸送を行うサービスです。 

有償運送を利用する場合は，運輸支局に登録している団体への会員登録が必要です。 

  
       ・ＮＰＯ法人救命のリレー普及会 (☎ 57 - 9150) 
              
        
 
◆ 地域生活支援拠点 

 障がい者および障がい児（以下「障がい者等」という。）の重度化・高齢化や「親亡き後」に備え

るとともに，障がい者等の入所施設や病院からの地域移行を進めるため，重度障がいにも対応する

ことができる専門性を有し，地域の生活で生じる障がい者等やその家族の緊急事態に対応を図りま

す。具体的には，次のようなことを実施します。 

① 基幹相談支援センターにコーディネーターを配置し，緊急時の迅速・確実な相談支援の実施

および短期入所等の活用を可能とすることにより，地域における生活の安心感を担保する機能

を備えます。 

② 体験の機会の提供を通じて，施設や親元から共同生活援助，一人暮らし等への生活の場の移

行をしやすくする支援を提供する体制を整備することにより，障がい者等の地域での生活を支

援します。 

  
       障害者生活支援センター「ぱすてる」 (☎ 34 - 2611  FAX 34 - 2612) 
         
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

窓口 

窓口 
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◆ 函館市総合福祉センター（愛称 あいよる２１） 

 

  所在地  函館市若松町３３番６号(☎㈹ 22 - 6262  FAX 22 - 5179)  

 

  総合福祉センターは，障がいのある方や高齢者の方などの社会参加や交流のための施設として，

ご利用いただくほか，各種の相談・研修・機能回復訓練などの事業を行う地域福祉推進のための複

合的機能を有する施設です。 

  主な施設の内容は，次のとおりです。 

※ 障がい者，高齢者，母子・父子および寡婦，児童または福祉関係団体等が総合福祉センターを利

用する場合の使用料は，無料です。 

（ただし，利用目的によっては有料となる場合があります。） 

※ 一般の方が多目的ホール，会議室を利用する場合，使用料がかかります。 

施設の名称 内 容 開館時間 備 考 

障害者福祉センター 

（１階） 

・障がいのある方を対象として，相談室，

機能回復訓練室，作業室，日常生活訓練

室，視聴覚障がい者ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ，機能回復訓

練用ﾌﾟｰﾙ等を備えています。 

・家庭での入浴が困難な方に，2 階の特

殊浴室を利用して入浴ｻｰﾋﾞｽを行います。 

9:00～21:00 

(障害者福祉ｾﾝ

ﾀｰのﾌﾟｰﾙは，

10:00～20:00) 

(入浴ｻｰﾋﾞｽは， 

9:00～17:00) 

※全館休館 

・毎週月曜日 

(ただし，月曜

日が祝日にあ

たる場合は，

その日以降最

も近い祝日で

ない日) 

・年末年始 

 (12/29～1/3)                    

 

※障害者福祉ｾﾝ

ﾀｰの入浴ｻｰﾋﾞ

ｽは日曜・祝日

も休館 

 

※ﾌﾟｰﾙは機材点

検のため第

1･第 3･第 5金

曜日も休館 

老人福祉センター 

（２階） 

・60 歳以上の方を対象として，健康相談

室，教養娯楽室，技能訓練室，集会室等

を備えています。 

9:00～17:00 

 

介護相談センター 

（１階） 

・介護に関する相談を行います。 

・介護用品の展示も行っています。 

9:00～17:00 

 

 

函館市 

成年後見センター 

（２階） 

・認知症高齢者や知的障がい，精神障が

いなどで判断能力が十分でない方のため

の成年後見制度に関する相談窓口です。 

月曜日～金曜

日(祝日除く) 

9:00～17:00 

母子・父子 

福祉センター 

（３階） 

・母子，父子および寡婦の方を対象とし

て，技能習得室，教養娯楽室，保育室等

を備えています。 

9:00～21:00 

 

福祉情報センター 

（３階） 
・福祉関連の図書，DVD 等を貸出します。 

9:00～17:00 

 

児童センター 

（４階） 

・18 歳未満の児童・生徒を対象として，

集会室，遊戯室，音楽ｽﾀｼﾞｵ，図書室，ﾋﾞ

ﾃﾞｵ図書室，ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ等を備えて

います。 

4/1～9/30 

9:00～18:00 

10/1～3/31 

9:00～17:00 

多目的ホール 

（５階） 

・各種催しや車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ，ﾃﾆｽ等の

ｽﾎﾟｰﾂに利用できます。 

9:00～21:00 

 

このほか，おもちゃﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ，ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ，ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ相談窓口，ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰなどの施設が

あり，３階の団体事務室には社会福祉協議会等の福祉関係団体が入居しています。 
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◆ 成年後見制度利用支援事業 

知的障がい，精神障がいまたは認知症等のため，財産管理や福祉サービスを利用
するための手続きが困難で成年後見制度を利用する場合，一定の要件に該当する方
に，成年後見制度（４７ページ）の利用に係る費用を助成します。 

詳しくは，下記の窓口にお問い合わせください。 
 
       ○認知症等の高齢者 

高齢福祉課      (☎ 21 – 3081  FAX 26 - 5936) 

○障がいのある方 

   障がい保健福祉課 (☎ 21 – 3077  FAX 27 - 2770) 

        亀田福祉課    (☎ 45 – 5482  FAX 45 - 5486) 
         ※精神障がいの方は障がい保健福祉課にお問い合わせください。 
 
 
◆ 福祉有償運送の利用 

 ＮＰＯ法人等が要介護者や身体障がい者など，1 人では公共交通機関を利用することが困難な方 

に対して，営利とは認められない実費の範囲内の対価によって，自家用自動車を使用し，ドア・ツ

ー・ドアの個別輸送を行うサービスです。 

有償運送を利用する場合は，運輸支局に登録している団体への会員登録が必要です。 

  
       ・ＮＰＯ法人救命のリレー普及会 (☎ 57 - 9150) 
              
        
 
◆ 地域生活支援拠点 

 障がい者および障がい児（以下「障がい者等」という。）の重度化・高齢化や「親亡き後」に備え

るとともに，障がい者等の入所施設や病院からの地域移行を進めるため，重度障がいにも対応する

ことができる専門性を有し，地域の生活で生じる障がい者等やその家族の緊急事態に対応を図りま

す。具体的には，次のようなことを実施します。 

① 基幹相談支援センターにコーディネーターを配置し，緊急時の迅速・確実な相談支援の実施

および短期入所等の活用を可能とすることにより，地域における生活の安心感を担保する機能

を備えます。 

② 体験の機会の提供を通じて，施設や親元から共同生活援助，一人暮らし等への生活の場の移

行をしやすくする支援を提供する体制を整備することにより，障がい者等の地域での生活を支

援します。 

  
       障害者生活支援センター「ぱすてる」 (☎ 34 - 2611  FAX 34 - 2612) 
         
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

窓口 

窓口 

窓口 
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◆ 函館市総合福祉センター（愛称 あいよる２１） 

 

  所在地  函館市若松町３３番６号(☎㈹ 22 - 6262  FAX 22 - 5179)  

 

  総合福祉センターは，障がいのある方や高齢者の方などの社会参加や交流のための施設として，

ご利用いただくほか，各種の相談・研修・機能回復訓練などの事業を行う地域福祉推進のための複

合的機能を有する施設です。 

  主な施設の内容は，次のとおりです。 

※ 障がい者，高齢者，母子・父子および寡婦，児童または福祉関係団体等が総合福祉センターを利

用する場合の使用料は，無料です。 

（ただし，利用目的によっては有料となる場合があります。） 

※ 一般の方が多目的ホール，会議室を利用する場合，使用料がかかります。 

施設の名称 内 容 開館時間 備 考 

障害者福祉センター 

（１階） 

・障がいのある方を対象として，相談室，

機能回復訓練室，作業室，日常生活訓練

室，視聴覚障がい者ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ，機能回復訓

練用ﾌﾟｰﾙ等を備えています。 

・家庭での入浴が困難な方に，2 階の特

殊浴室を利用して入浴ｻｰﾋﾞｽを行います。 

9:00～21:00 

(障害者福祉ｾﾝ

ﾀｰのﾌﾟｰﾙは，

10:00～20:00) 

(入浴ｻｰﾋﾞｽは， 

9:00～17:00) 

※全館休館 

・毎週月曜日 

(ただし，月曜

日が祝日にあ

たる場合は，

その日以降最

も近い祝日で

ない日) 

・年末年始 

 (12/29～1/3)                    

 

※障害者福祉ｾﾝ

ﾀｰの入浴ｻｰﾋﾞ

ｽは日曜・祝日

も休館 

 

※ﾌﾟｰﾙは機材点

検のため第

1･第 3･第 5金

曜日も休館 

老人福祉センター 

（２階） 

・60 歳以上の方を対象として，健康相談

室，教養娯楽室，技能訓練室，集会室等

を備えています。 

9:00～17:00 

 

介護相談センター 

（１階） 

・介護に関する相談を行います。 

・介護用品の展示も行っています。 

9:00～17:00 

 

 

函館市 

成年後見センター 

（２階） 

・認知症高齢者や知的障がい，精神障が

いなどで判断能力が十分でない方のため

の成年後見制度に関する相談窓口です。 

月曜日～金曜

日(祝日除く) 

9:00～17:00 

母子・父子 

福祉センター 

（３階） 

・母子，父子および寡婦の方を対象とし

て，技能習得室，教養娯楽室，保育室等

を備えています。 

9:00～21:00 

 

福祉情報センター 

（３階） 
・福祉関連の図書，DVD 等を貸出します。 

9:00～17:00 

 

児童センター 

（４階） 

・18 歳未満の児童・生徒を対象として，

集会室，遊戯室，音楽ｽﾀｼﾞｵ，図書室，ﾋﾞ

ﾃﾞｵ図書室，ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ等を備えて

います。 

4/1～9/30 

9:00～18:00 

10/1～3/31 

9:00～17:00 

多目的ホール 

（５階） 

・各種催しや車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ，ﾃﾆｽ等の

ｽﾎﾟｰﾂに利用できます。 

9:00～21:00 

 

このほか，おもちゃﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ，ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ，ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ相談窓口，ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰなどの施設が

あり，３階の団体事務室には社会福祉協議会等の福祉関係団体が入居しています。 
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